
─　  （　）─27

鎌
倉
善
宝
寺
寺
地
図
小
考
（
福
島
）

鎌
倉
善
宝
寺
寺
地
図
小
考

│
│
戦
国
期
鎌
倉
の
寺
院
と
門
前
の
町
│
│

福　

 

島 　

金 　

治

は 

じ 

め 

に

　

戦
国
期
の
鎌
倉
を
描
い
た
絵
図
に
善
宝
寺
寺
地
図
（
神
奈
川
県
相
模
原
市
緑
区
青

山
〔
旧
、
津
久
井
郡
津
久
井
町
〕、
光
明
寺
所
蔵
）
が
あ
る
。
絵
図
に
は
年
紀
が
な

い
が
、
光
明
寺
所
蔵
の
明
応
六
（
一
四
九
七
）
年
の
善
法
寺
分
年
貢
注
文
が
一
連
の

も
の
と
み
な
さ
れ
、
同
じ
こ
ろ
の
絵
図
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
年
代
は
明
応

四
・
七
年
の
地
震
と
重
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
震
に
よ
る
鎌
倉
の
被
災
状
況
を

う
か
が
う
素
材
と
も
さ
れ
て
き
た
。

　

研
究
の
骨
格
は
『
鎌
倉
市
史 

総
説
篇
』
に
示
さ
れ
て
お
り
、
①
善
宝
寺
寺
地
図

と
善
法
寺
分
年
貢
注
文
は
同
一
寺
院
を
対
象
と
し
た
も
の
、
②
注
文
が
坪
で
記
さ
れ

て
い
る
の
は
明
応
年
間
に
丈
尺
制
か
ら
在
家
単
位
に
変
わ
っ
た
こ
と
を
表
し
、
そ
れ

は
鎌
倉
が
「
田
舎
の
繁
華
な
集
落
に
過
ぎ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
こ
と
を
示
す
こ

と
、
③
注
文
の
年
貢
は
地
子
で
中
座
も
重
視
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
）
1
（
た
。
次
に
、
善

宝
寺
の
実
態
は
貫
達
人
・
川
副
武
胤
著
『
鎌
倉
廃
寺
事
典
』
に
、
宗
旨
不
明
、
大

町
・
米
町
に
所
在
し
た
寺
院
、
位
置
は
教
恩
寺
付
近
と
さ
れ
）
2
（
た
。
こ
の
見
解
は
三
浦

勝
男
氏
執
筆
の
『
鎌
倉
の
古
絵
図
』
に
継
承
さ
れ
、
置
石
は
段
葛
で
下
馬
四
ツ
角
近

く
ま
で
あ
っ
た
こ
と
、
下
方
に
描
か
れ
た
橋
は
延
命
寺
橋
、
法
華
堂
は
本
覚
寺
の
寺

域
、
右
上
の
一
棟
は
夷
堂
、「
善
宝
寺
の
地
」
は
現
在
の
教
恩
寺
の
敷
地
に
あ
た
る

と
さ
れ
）
3
（
た
。
以
上
の
内
容
は
寺
地
図
の
基
本
情
報
と
い
え
る
。

　

明
応
の
地
震
に
よ
る
被
災
状
況
な
ど
を
探
る
研
究
も
寺
地
図
と
注
文
の
検
討
を
通

し
て
行
わ
れ
て
き
た
。
山
本
武
夫
氏
は
『
鎌
倉
大
日
記
』
に
あ
る
明
応
四
年
の
海
水

が
千
度
壇
（
段
葛
）
ま
で
き
た
こ
と
を
傍
証
す
る
素
材
に
寺
地
図
を
使
用
し
、
明
応

の
大
地
震
の
前
年
の
同
六
年
に
は
米
町
は
青
物
屋
・
紙
屋
・
銀
細
工
・
職
人
な
ど
が

住
む
商
業
地
区
を
構
成
し
て
い
た
と
さ
れ
）
4
（
た
。
ま
た
、
金
子
浩
之
氏
は
静
岡
県
伊
東

市
宇
佐
美
遺
跡
が
一
五
世
紀
末
の
津
波
堆
積
物
の
遺
跡
で
明
応
四
年
の
地
震
の
可
能

性
が
高
い
こ
と
を
確
認
し
、
丈
尺
制
か
ら
坪
単
位
の
記
載
の
変
化
は
明
応
四
年
の
津

波
の
結
果
で
あ
り
、
注
文
は
明
応
四
年
の
都
市
破
壊
か
ら
復
旧
し
た
二
年
後
の
す
が

た
を
記
し
た
も
の
と
さ
れ
）
5
（
た
。
さ
ら
に
、
浪
川
幹
夫
は
、
注
文
は
年
貢
の
額
と
作
人

を
記
し
た
も
の
と
し
、
光
明
寺
と
善
宝
寺
を
本
末
関
係
に
あ
る
と
位
置
づ
け
ら

れ
）
6
（
た
。

　

積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
研
究
を
振
り
返
る
と
、
い
く
つ
か
の
問
題
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
①
注
文
と
寺
地
図
で
は
「
善
法
寺
」「
善
宝
寺
」
と
異
な
る
の
に
、
研
究
は
両

者
を
同
一
と
し
て
考
察
し
て
き
た
こ
と
、
②
寺
地
図
と
注
文
の
基
本
的
な
性
格
の
検

討
が
不
十
分
な
点
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
光
明
寺
文
書
の
伝
来
と
不
可
分
で
あ

り
、
川
本
慎
自
氏
が
指
摘
さ
れ
た
鎌
倉
山
崎
・
津
久
井
桐
ヶ
谷
の
二
つ
の
宝
積
寺
の

問
）
7
（
題
を
念
頭
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

な
お
、
引
用
史
料
は
『
神
奈
川
県
史 

資
料
編
（
三
上
）』
は
神
県
、『
鎌
倉
遺

文
』
は
鎌
遺
、『
金
沢
文
庫
古
文
書
』
は
金
文
と
略
記
し
、
津
久
井
光
明
寺
文
書
は
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愛
知
学
院
大
学
文
学
部　

紀　

要　

第
四
七
号

『
津
久
井
町
史 

資
料
編 

考
古
・
古
代
・
中
世
』
か
ら
引
用
し
光
明
寺
と
略
記
し
文

書
番
号
を
記
し
て
お
い
た
。

一　

善
宝
寺
寺
地
図
の
検
討

　

ま
ず
、
善
宝
寺
寺
地
図
を
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
参
照
し
つ
つ
み
て
お
こ
）
8
（

う
。

図
版
１
は
善
宝
寺
寺
地
図
、
図
版
２
は
そ
れ
を
翻
字
し
た
も
の
で
あ
る
。
絵
図
の
形

状
は
、
法
量
が
二
八
・
一
㎝
×
三
九
・
八
㎝
、「
北
」「
南
」
の
文
字
の
と
こ
ろ
に
は

折
り
じ
わ
が
残
る
。
折
れ
じ
わ
か
ら
二
つ
折
り
で
の
保
存
と
み
ら
れ
、
本
来
は
二
紙

の
続
紙
で
横
の
長
さ
は
約
四
〇
㎝
ほ
ど
と
み
ら
れ
、
ほ
ぼ
正
方
形
の
絵
図
で
あ
っ
た

と
推
定
さ
れ
る
。
残
存
部
分
の
紙
背
に
は
文
字
等
の
記
載
は
み
ら
れ
な
い
。
欠
落
し

た
右
側
の
部
分
に
は
端
裏
書
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
絵
図
の
正
式
名
称
等
が
記
さ
れ
て

い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
寺
地
図
の
文
字
を
み
よ
う
。
方
角
は
「
北
」「
西
」「
南
」、

施
設
名
称
に
は
「
置
石
」「
法
華
堂
」、
地
名
等
に
は
「
米
町
」「
善
宝
寺
々
内
」「
善

宝
寺
々
地
」
が
あ
）
9
（

る
。
欠
落
部
分
に
は
「
東
」
の
文
字
と
建
物
や
道
な
ど
が
描
か
れ

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

次
に
、
寺
地
図
の
表
現
を
み
て
み
よ
う
。「
置
石
」
は
桝
状
の
重
な
り
と
し
て
描

か
れ
て
お
り
段
葛
を
さ
す
。
東
西
に
連
続
す
る
道
の
先
に
あ
る
橋
と
若
宮
大
路
が
直

交
し
て
お
り
、
こ
こ
が
下
の
下
馬
橋
付
近
を
さ
す
。「
米
町
」
の
文
字
は
道
の
両
側

の
家
並
み
が
対
面
す
る
よ
う
に
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
は
町
屋
と
考
え
て
よ
か
ろ

う
。
次
に
、「
善
宝
寺
々
地
」
は
笹
竹
の
よ
う
な
植
物
で
囲
わ
れ
た
区
画
と
し
て
描

か
れ
、
そ
の
内
部
に
建
物
は
描
か
れ
て
い
な
）
10
（

い
。
そ
の
東
側
に
は
大
き
な
建
物
が
描

か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
一
方
、
え
び
す
堂

川
（
滑
川
）
と
み
ら
れ
る
川
は
大
き
く
屈
曲
し
、
北
か
ら
流
れ
て
く
る
西
側
の
川

（
扇
川
）
と
合
流
す
る
。
北
に
は
「
法
華
堂
」
が
あ
り
西
側
の
橋
か
ら
東
西
を
結
ぶ

道
が
あ
り
、
北
東
の
隅
に
は
建
物
と
橋
が
あ
る
。
こ
の
建
物
が
夷
堂
で
、
橋
は
夷
堂

橋
と
な
る
。

　

右
の
内
容
を
、
阿
部
正
道
・
安
田
三
郎
両
氏
作
成
の
中
世
鎌
倉
の
絵
地
図
（
図
版

３
）
と
比
較
し
て
み
よ
）
11
（

う
。
そ
の
範
囲
は
、
西
が
若
宮
大
路
、
南
は
延
命
寺
橋
を
渡

り
大
町
に
向
か
う
道
か
ら
北
側
の
部
分
、
北
は
若
宮
大
路
か
ら
本
覚
寺
の
駐
車
場
に

か
か
る
橋
付
近
か
ら
東
に
夷
堂
橋
に
む
か
う
部
分
が
「
法
華
堂
」
と
「
善
宝
寺
々

内
」
を
分
け
る
道
と
な
ろ
う
。「
善
宝
寺
々
内
」
に
は
二
棟
の
建
物
と
林
が
描
か
れ

て
い
る
。
善
宝
寺
の
建
物
の
一
部
を
表
現
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
以
外
は

何
も
描
か
れ
て
い
な
い
。
意
図
的
に
描
か
れ
て
い
な
い
の
か
、
二
棟
以
外
に
は
建
物

が
な
い
の
か
、
判
然
と
し
な
い
。
そ
し
て
、
注
目
す
べ
き
点
は
密
接
な
関
連
が
あ
る

は
ず
の
「
善
宝
寺
々
内
」
と
「
善
宝
寺
々
地
」
の
間
に
橋
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
現

在
も
こ
こ
に
橋
は
な
い
。
え
び
す
堂
川
（
滑
川
）
は
深
く
切
り
込
ん
だ
川
で
、
川
底

は
岩
盤
が
露
出
し
て
い
る
。
こ
の
景
観
は
現
在
と
さ
ほ
ど
差
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　

そ
れ
で
は
寺
地
図
の
欠
落
部
分
に
は
ど
の
程
度
の
場
所
が
描
か
れ
て
い
た
の
だ
ろ

う
か
。
東
北
の
隅
の
夷
堂
橋
は
一
部
分
の
記
載
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
つ
づ
く
小

町
大
路
が
描
か
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。「
善
宝
寺
々
地
」
の
北
側
の
東
の
先
は
常
栄
寺

の
門
前
あ
た
り
、
米
町
の
東
側
に
は
大
町
の
鎮
守
・
八
雲
神
社
が
あ
る
。
こ
の
付
近

の
家
並
み
が
描
か
れ
る
こ
と
は
、
紙
幅
か
ら
推
定
し
て
も
描
か
れ
て
い
な
い
と
み
て

よ
か
ろ
う
。
こ
れ
を
昭
和
二
九
（
一
九
五
四
）
年
の
「
鎌
倉
市
都
市
計
画
）
12
（

図
」
の
上

に
示
す
と
図
版
４
の
よ
う
に
な
る
。
実
線
が
絵
図
の
範
囲
、
破
線
が
東
側
の
欠
落
部

分
の
想
定
区
域
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
寺
地
図
の
作
成
目
的
は
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
手
が
か
り
は
、
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図版１　善宝寺寺地図

北

南

法
華
堂

善宝寺々内

善宝寺々地

置
石

西

置
石

米町

十

十

図版２　善法寺寺地図（翻字）

図版３　中世鎌倉の絵地図（原図、阿部正道・安田三郎）
矢印は絵図の範囲

鎌
倉
善
宝
寺
寺
地
図
小
考
（
福
島
）
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中座教恩寺

夷堂橋

延命寺

図版４　善法寺寺地図の区域想定図
（「鎌倉市都市計画図」昭和29［1954］年）

愛
知
学
院
大
学
文
学
部　

紀　

要　

第
四
七
号

「
善
宝
寺
々
内
」「
善
宝
寺
々
地
」
の
記
載
で
あ
ろ
う
。「
寺
地
」
と
「
寺
内
」
を
記

す
著
名
な
文
書
は
、
文
永
六
（
一
二
六
九
）
年
の
金
沢
顕
時
寺
領
寄
進
状
案
で
、
以

下
の
よ
う
で
あ
る
（
金
沢
文
庫
文
書
、
鎌
遺
一
〇
五
二
三
）。

　
　

寄
進

　
　
　

武
蔵
国
金
沢
称
名
寺
々
内
寺
外
敷
地
事

　
　

右
、
敷
地
者
、
任
所
副
進
絵
図
之
際
目
、
可
令
領
知
給
之
状
如
件
、

　
　
　
　

文
永
六
年
十
一
月
三
日　
　
　
　

越
後
守
顕
時
在
判

　

こ
の
文
書
は
南
北
朝
期
に
称
名
寺
が
訴
訟
の
た
め
に
作
成
し
た
偽
文
書
で
、
応
安

八
（
一
三
七
五
）
年
八
月
六
日
に
鎌
倉
府
が
称
名
寺
の
「
当
寺
内
外
敷
地
」
を
安
堵

し
た
関
東
管
領
上
杉
能
憲
奉
書
案
（
神
県
四
七
四
六
）
と
同
筆
と
確
認
さ
れ
て

い
）
13
（

る
。
寺
内
・
寺
外
の
敷
地
を
安
堵
す
る
際
に
証
拠
と
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
に

「
絵
図
」
が
あ
っ
た
。
安
堵
に
関
わ
る
絵
図
で
あ
れ
ば
そ
れ
に
類
す
る
言
葉
が
入
っ

て
問
題
は
な
い
わ
け
で
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
善
宝
寺
寺
地
図
は
寺
の
敷
地
を
証
明
す

る
絵
図
だ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
同
様
の
こ
と
は
、
覚
園
寺
宛
の
文
和
二
（
一
三
五

三
）
年
の
足
利
尊
氏
御
教
書
に
も
う
か
が
え
る
（
覚
園
寺
文
書
、
神
県
四
二
四
八
）。

　
　

覚
園
寺
門
前
地
事
、
任
絵
図
際
目
之
旨
、
厳
密
退
散
敷
地
居
住
之
輩
、
忩
可
被

致
築
地
修
功
之
状
如
件
、

　
　
　
　
　

文
和
二
年
十
一
月
六
日　
　
　
　

尊
氏
（
花
押
）

　
　
　
　
　

左
馬（

基
氏
）頭
殿

覚
園
寺
の
門
前
の
地
は
室
町
幕
府
が
安
堵
し
て
お
り
、
そ
の
証
拠
に
絵
図
が
あ
っ

た
。
こ
の
当
時
、
覚
園
寺
で
は
築
地
の
修
築
が
行
わ
れ
て
お
り
、
覚
園
寺
は
違
法
に

敷
地
に
居
住
す
る
も
の
を
退
散
さ
せ
る
こ
と
を
幕
府
に
申
請
し
た
。
幕
府
は
そ
れ
を

認
め
た
が
、
証
拠
は
絵
図
で
あ
っ
た
。「
門
前
地
」
が
善
宝
寺
寺
地
図
の
「
善
宝

寺
々
内
」「
善
宝
寺
々
地
」
に
あ
た
ろ
う
。
寺
に
と
っ
て
寺
内
・
寺
地
を
明
確
に
記

す
絵
図
は
寺
地
の
安
堵
に
と
っ
て
重
要
な
証
拠
文
書
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
安
堵
の
絵
図
以
外
で
は
訴
訟
図
と
結
界
図
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
訴

訟
図
の
場
合
は
相
論
当
事
者
の
名
前
や
境
界
が
朱
線
な
ど
で
表
記
さ
れ
る
場
合
が
多

い
（
越
後
国
荒
川
保
・
奥
山
荘
堺
相
論
和
与
図
な
ど
）。
ま
た
、
結
界
図
は
寺
域
内

の
建
物
な
ど
を
描
き
結
界
線
を
引
い
て
い
る
（
称
名
寺
結
界
図
）。
善
宝
寺
寺
地
図

に
は
こ
う
し
た
区
画
線
は
み
あ
た
ら
ず
、「
善
宝
寺
々
内
」「
善
宝
寺
々
地
」
の
文
字

が
書
き
込
ま
れ
、「
善
宝
寺
々
地
」
の
四
方
の
境
域
に
は
薄
い
墨
で
下
書
き
線
が
引

か
れ
、
そ
の
内
側
に
笹
竹
な
ど
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
以
上
の
点
か
ら
、
善
宝
寺
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鎌
倉
善
宝
寺
寺
地
図
小
考
（
福
島
）

寺
地
図
は
善
宝
寺
の
境
内
と
寺
地
を
示
し
た
絵
図
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、「
善

宝
寺
々
地
」
の
東
に
米
町
の
町
並
み
が
向
か
い
町
の
形
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
み

る
と
、「
善
宝
寺
々
地
」
は
小
町
大
路
か
ら
教
恩
寺
へ
入
っ
て
い
く
道
筋
よ
り
北
側

の
区
画
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
れ
で
は
、「
善
宝
寺
々
内
」「
善
宝
寺
々
地
」
の
二
つ
を
結
ぶ
橋
が
な
く
、
西
側

の
若
宮
大
路
に
向
か
う
場
所
に
二
つ
の
橋
が
描
か
れ
る
の
は
ど
う
し
て
だ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
は
「
善
宝
寺
々
内
」
の
文
字
の
右
側
に
薄
く
墨
線
が
ひ
か
れ
二
棟
の
建
物

に
つ
づ
い
て
い
る
こ
と
と
関
係
す
る
だ
ろ
う
。
墨
線
は
北
側
の
区
域
に
み
え
、
細
道

と
し
て
南
北
に
つ
ら
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。「
善
法
寺
々
内
」
と
結
ぶ
墨
線
は
善

宝
寺
境
内
に
入
る
道
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
寺
内
と
寺
地
は
ど
ち
ら

も
若
宮
大
路
側
か
ら
橋
を
わ
た
っ
て
入
る
の
が
主
な
ラ
イ
ン
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
そ
の
た
め
に
二
つ
の
橋
が
描
か
れ
、
特
に
延
命
寺
橋
が
大
き
く
描
か
れ
る
の

は
寺
地
へ
の
入
口
だ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、「
善
宝
寺
々
内
」
と
「
善
宝

寺
々
地
」
の
ど
ち
ら
に
重
点
が
お
か
れ
た
か
と
い
う
と
、
下
書
き
線
の
あ
る
「
善
宝

寺
々
地
」
が
主
体
と
考
え
ら
れ
、
こ
こ
を
め
ぐ
る
安
堵
の
た
め
の
絵
図
と
考
え
る
の

が
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

二　

善
法
寺
分
年
貢
注
文
の
検
討

　

次
に
、
明
応
六
（
一
四
九
七
）
年
の
善
法
寺
分
年
貢
注
文
を
検
討
す
る
こ
と
と
し

た
い
。
そ
の
全
文
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
（
光
明
寺
二
二
、
神
県
六
四
一
〇
）。

　
　
　
　
「（

諦端
裏

首書
）
座
」

　
　
　

善
法
寺
分

　
　

二
百
十
坪
寺
之
給　
　
　

  

年
貢
八
百
四
十
文 

米
町 

浄
本

　
　

百
四
十
坪 

 

米
町
青
物
屋 

三
郎
次
郎

　
　

廿
五
坪 
 

合
百
六
十
五
坪

六
百
六
十
文 

同
ー 

同
人

　
　

百
十
坪 

 
 

中
座
紙
屋 

右
衛
門
四
郎

　
　

五
坪 

合
百
十
五
坪

 

四
百
六
十
文

 

同
ー 

同
人

　
　

五
坪 

 

廿
文 

辻
子 

木
村
源
四
郎

　
　

百
六
十
坪 

六
百
四
十
文 

辻
子 

源
次
五
郎

　
　

二
百
四
十
五
坪 

九
百
八
十
文 

塗
子
か
辻
子 

安
井
源
三
郎

　
　

百
十
九
坪 

四
百
七
十
六
文 

嶺
崖
銀
細
工 

源
三
郎

　
　

七
百
五
十
坪 

三
貫
文 

塗
子
か
辻
子 

宗
珍

　
　

三
十
六
坪 

百
四
十
四
文 

塗
し 

助
四
郎

　
　

四
十
坪 

 

百
六
十
文 

中
座 

七
郎
大
郎

　
　
　
　
　
　
　

合
千
八
百
四
十
五
坪

　
　
　
　
　
　
　
年
貢　

夏
秋
共
ニ　

都
合
七
貫
三
百
八
十
文

　
　
　
　
　

明
応
六
年
七
月
廿
五
日

　

注
文
は
一
紙
で
、
冒
頭
に
「
善
法
寺
分
」
と
あ
っ
て
、
上
段
か
ら
土
地
の
広
さ
と

性
格
、
年
貢
量
、
屋
敷
・
在
家
の
所
在
地
と
住
人
が
記
さ
れ
て
い
る
。
文
書
の
性
格

を
み
る
と
、
善
法
寺
分
年
貢
注
文
の
「
善
法
寺
」
と
善
宝
寺
寺
地
図
の
「
善
宝
寺
」

は
同
一
の
も
の
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
は
た
し
て
そ
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
方
、

両
者
の
筆
法
を
共
通
す
る
「
善
」
に
つ
い
て
み
る
と
、
前
者
は
横
へ
の
線
の
は
み
出

し
が
狭
い
の
に
対
し
て
、
後
者
は
横
に
の
び
や
か
に
引
か
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら

注
文
と
寺
地
図
の
筆
者
は
明
ら
か
に
別
人
と
い
え
る
。
注
文
と
寺
地
図
は
少
な
く
と

も
一
体
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

善
法
寺
分
年
貢
注
文
の
作
成
事
情
は
、
端
裏
の
「
諦
首
座
」
が
手
が
か
り
で
あ

る
。「
首
座
」
は
禅
宗
寺
院
で
修
行
僧
中
の
第
一
座
の
僧
を
い
い
住
持
の
次
位
に
あ
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愛
知
学
院
大
学
文
学
部　

紀　

要　

第
四
七
号

る
役
職
で
あ
っ
）
14
（

た
。
そ
し
て
、
川
本
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
諦
首
座
は
鎌
倉
山
崎
宝

積
寺
の
文
諦
首
座
の
こ
と
で
あ
）
15
（

る
。
そ
の
関
連
文
書
は
①
三
浦
道
寸
（
義
同
）
書
状

と
（
光
明
寺
二
八
）、
②
上
田
正
忠
書
状
で
あ
る
（
光
明
寺
四
七
）。

　

①　

「
（
端
裏
）　

　
（
切
封
墨
引
）　　

」

　
　

郡
内
久
野
谷
郷
之
内
中 

之
村
龍
崎
分
之
事
、
此
方
成
敗
之
間
、
御
知
行
不
可
有

相
違
候
、
恐
々
敬
白

　
　
　
　

十
月
廿
六
日　
　
　
　
　
　

道
寸
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　

文
諦
首
座

　

②
就
太
田
郷
之
事
、
腰
文
具
令
披
見
候
、
自
何
方
も
申
子
細
候
者
、
相
心
得
及
返

答
候
、
恐
々
敬
白
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
田

　
　
　
　

四
月
廿
四
日　
　
　
　
　
　

正
忠
（
花
押
）

　
　
　
　
　

諦
首
座

　
　
　
　
　
　
　

侍
司

　

①
三
浦
道
寸
書
状
に
は
「
郡
内
久
野
谷
郷
之
内
中
之
村
龍
崎
分
之
事
、
此
方
成
敗
」

と
あ
っ
て
、
相
模
国
三
浦
半
島
を
掌
握
し
て
い
る
三
浦
道
寸
が
龍
崎
氏
の
得
分
を
文

諦
首
座
に
与
え
た
も
の
で
あ
る
。
三
浦
道
寸
は
俗
名
義
同
で
、
永
正
一
三
（
一
五
一

六
）
年
に
伊
勢
宗
瑞
に
滅
ぼ
さ
れ
た
（『
北
条
記
』『
北
条
五
代
記
』
等
）。
万
里
集

九
の
『
梅
花
無
尽
蔵
』
に
は
集
九
が
「
道
寸
翁
」
と
面
会
し
て
い
る
こ
と
が
み
え
、

こ
れ
は
長
享
二
（
一
四
八
八
）
年
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
道
寸
が
三
浦
氏
の

家
督
を
継
承
し
た
の
は
明
応
三
（
一
四
九
四
）
年
と
さ
れ
て
い
）
16
（

る
。
し
た
が
っ
て
、

①
は
明
応
三
年
以
降
の
文
書
と
な
る
。
一
方
、
②
の
上
田
正
忠
は
文
亀
二
（
一
五
〇

二
）
年
こ
ろ
に
は
相
模
国
守
護
上
杉
朝
良
の
守
護
代
で
永
正
一
七
（
一
五
二
〇
）
年

に
は
没
し
た
と
さ
れ
）
17
（
る
。
①
②
と
も
に
扇
谷
上
杉
朝
良
方
の
人
物
で
あ
り
、
文
諦
は

明
応
三
年
以
降
に
は
扇
谷
上
杉
氏
か
ら
安
堵
を
う
け
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
に
な

る
。

　

し
た
が
っ
て
、
善
法
寺
分
年
貢
注
文
は
文
諦
が
鎌
倉
山
崎
宝
積
寺
の
管
理
下
に

あ
っ
た
段
階
の
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
善
法
寺
分
年
貢
注
文
は
宝
積
寺
の

文
諦
首
座
へ
の
得
分
と
な
り
、
善
法
寺
は
山
崎
宝
積
寺
の
末
寺
と
考
え
て
よ
か
ろ

う
。
文
諦
は
「
住
持
」「
長
老
」
で
は
な
い
が
、
①
よ
り
三
浦
郡
内
久
野
谷
郷
に
得

分
を
も
ち
、
善
法
寺
の
門
前
地
の
地
子
の
取
得
権
も
有
し
て
い
た
。
文
諦
が
属
す
る

鎌
倉
山
崎
宝
積
寺
は
、
扇
谷
上
杉
氏
に
と
っ
て
は
自
身
の
基
盤
を
形
成
す
る
重
要
な

寺
院
だ
っ
た
こ
と
と
な
ろ
う
。

　

次
に
善
法
寺
分
年
貢
注
文
の
内
容
を
検
討
し
て
み
た
い
。
注
文
は
明
応
六
（
一
四

九
七
）
年
で
、
鎌
倉
に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
と
さ
れ
る
明
応
四
・
七
年
の
地
震

の
間
で
あ
る
。
地
子
は
一
坪
四
文
で
、
夏
・
秋
の
年
二
回
の
徴
収
で
あ
っ
た
。
鎌
倉

の
門
前
の
地
か
ら
の
地
子
徴
収
の
文
書
に
は
貞
和
四
（
一
三
四
八
）
年
の
円
覚
寺
門

前
屋
地
注
文
が
あ
り
、「
見
心
地
十
六
間　
〔
中
居
小
番
地
之
並
／
居
者
随
一
／
地
子

六
十
四
文
定
〕」
と
み
え
て
一
間
あ
た
り
四
文
の
賦
課
で
あ
る
（
円
覚
寺
文
書
、
神

県
三
九
九
四
）。
一
間
・
一
坪
の
違
い
は
あ
る
が
四
文
の
賦
課
は
共
通
し
て
い
る
。

間
別
・
坪
単
位
の
違
い
は
あ
る
が
、
賦
課
の
仕
方
は
継
承
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

よ
う
。

　

次
に
、
門
前
住
人
を
み
よ
う
。
地
名
に
は
米
町
・
中
座
・
辻
子
・
塗
子
か
辻
子
が

み
え
、
生
業
で
は
青
物
屋
・
紙
屋
・
塗
子
・
嶺
崖
銀
細
工
が
み
え
る
。
鎌
倉
期
の
商

業
地
で
あ
る
米
町
の
性
格
は
継
承
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
都
市
と
し
て
の
性
格
は
「
辻

子
」（
ヅ
シ
）
に
も
う
か
が
え
、
高
橋
康
夫
氏
は
辻
子
が
「
高
密
度
生
活
空
間
の
開

発
を
目
的
と
し
て
旧
来
の
街
区
に
新
た
に
開
通
さ
れ
た
道
」
と
さ
れ
て
お
）
18
（
り
、
一

方
、
中
座
は
豊
田
武
氏
が
京
都
・
奈
良
・
鎌
倉
の
商
工
業
区
域
に
設
け
ら
れ
た
も
の
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鎌
倉
善
宝
寺
寺
地
図
小
考
（
福
島
）

で
、
商
品
の
販
売
を
目
的
と
す
る
手
工
業
者
が
仕
事
場
を
兼
ね
た
店
を
出
し
て
お

り
、
京
都
で
は
町
座
、
奈
良
・
鎌
倉
で
は
中
座
と
呼
ん
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
）
19
（
る
。
善

宝
寺
寺
地
図
の
寺
地
の
界
隈
に
創
建
さ
れ
た
中
座
山
教
恩
寺
に
つ
い
て
、
口
伝
に
よ

れ
ば
中
座
は
教
恩
寺
の
入
口
あ
た
り
と
伝
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
注
文
の
範
囲
も
こ
の

あ
た
り
に
関
わ
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
）
20
（
う
。

　

善
法
寺
分
年
貢
注
文
に
は
、
塗
師
や
銀
細
工
な
ど
の
職
人
や
野
菜
な
ど
を
商
う
青

物
屋
や
紙
を
商
う
紙
屋
の
よ
う
な
流
通
を
媒
介
と
し
た
店
が
み
え
、
都
市
の
商
工
業

区
域
の
性
格
が
濃
厚
で
あ
っ
た
。
住
人
の
構
成
と
善
法
寺
の
関
与
の
あ
り
か
た
を
考

え
た
場
合
、
米
町
の
浄
本
に
「
二
百
十
坪
寺
之
給
」
と
あ
る
の
は
善
法
寺
か
ら
の
給

分
拝
領
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
寺
地
の
管
理
者
の
側
面
を
も
っ
て
い
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
一
方
、
住
人
の
多
く
は
苗
字
が
な
く
名
前
の
み
で
あ
る
の
は
彼
ら
が
百
姓

身
分
に
属
す
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
生
活
形
態
は
、
米
町
の
青
物
屋
の
三
郎

次
郎
に
一
四
〇
坪
と
二
五
坪
の
二
筆
、
中
座
の
紙
屋
の
右
衛
門
四
郎
に
一
一
〇
坪
と

五
坪
の
二
筆
が
あ
り
、
同
じ
寺
地
内
に
複
数
の
屋
地
を
も
っ
て
い
た
し
る
し
で
あ

る
。
彼
ら
に
は
善
法
寺
の
寺
地
以
外
の
近
隣
に
も
屋
地
を
も
っ
た
も
の
が
い
た
だ
ろ

う
。
ま
た
、
塗
子
か
辻
子
の
宗
珍
は
七
五
〇
坪
と
大
規
模
な
屋
地
を
も
っ
て
い
た
。

宗
珍
は
塗
師
ら
の
職
人
を
束
ね
る
よ
う
な
存
在
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

　

実
際
、
米
町
遺
跡
の
発
掘
調
査
の
結
果
は
右
の
内
容
と
符
合
し
て
い
る
。
発
掘
地

点
の
多
く
は
国
道
一
三
四
号
線
以
南
の
地
点
で
、
善
宝
寺
寺
地
図
の
米
町
の
南
側
の

地
域
に
入
る
部
分
が
多
い
。
米
町
に
は
建
武
五
（
一
三
三
八
）
年
の
小
早
川
景
宗
譲

状
に
御
家
人
小
早
川
氏
の
屋
地
と
し
て
「
鎌
倉
米
町
屋
地
」
が
み
え
る
の
だ
が
（
神

県
三
三
五
二
）、
こ
れ
に
類
す
る
場
は
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
小
さ

な
区
画
の
発
掘
が
多
く
断
片
的
な
調
査
で
あ
る
た
め
、
地
域
の
性
格
を
知
る
た
め
に

地
番
で
近
い
発
掘
地
点
の
報
告
を
順
に
記
載
す
る
方
法
で
出
土
遺
物
を
中
心
に
み
て

お
き
た
い
。

　

①
大
町
二
丁
目
九
三
三
番
地
は
米
町
辻
南
側
で
、
多
量
の
木
片
、
箸
状
木
製
品
、

草
履
の
芯
材
、
骨
製
笄
が
出
土
）
21
（
し
、
②
大
町
二
丁
目
二
三
一
二
番
四
・
一
〇
で
は
、

深
さ
一
〇
㎝
の
鎌
倉
石
を
敷
き
な
ら
べ
た
石
組
み
遺
構
（
倉
庫
か
）
が
み
ら
）
22
（
れ
、
③

大
町
二
丁
目
二
三
一
二
番
四
・
一
〇
は
逆
川
橋
北
側
で
京
都
鳴
滝
産
砥
石
・
天
草
産

中
砥
・
伊
予
中
砥
・
長
崎
県
西
彼
杵
産
砥
な
ど
が
出
土
し
て
い
）
23
（
る
。
右
に
み
た
木
製

品
な
ど
の
加
工
品
は
、
以
下
の
地
点
で
よ
り
顕
著
と
な
る
。
④
大
町
二
三
一
三
番
一

五
は
逆
川
東
岸
で
多
量
の
木
製
品
や
曲
げ
物
の
木
皮
、
フ
イ
ゴ
の
羽
）
24
（
口
、
⑤
大
町
二

丁
目
二
三
一
五
番
外
地
点
は
逆
川
橋
付
近
で
「
魚
町
」
に
含
ま
れ
、
板
草
履
芯
・

鑿
・
鞴
羽
口
な
ど
が
出
土
し
て
い
）
25
（
る
。

　

一
方
、
報
告
書
に
は
「
室
町
中
期
」「
一
五
世
紀
中
期
」
以
降
に
遺
構
・
遺
物
が

激
減
す
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
⑥
大
町
二
丁
目
二
三
一
三
番
一
五
地
点
、
⑦

大
町
二
丁
目
二
三
二
〇
番
一
で
あ
る
。
立
地
は
、
⑥
が
魚
町
橋
・
逆
川
橋
周
辺
地

点
、
⑦
が
敷
地
南
側
が
逆
川
と
、
逆
川
の
北
側
で
あ
る
。
⑥
は
一
五
世
紀
中
期
に
検

出
遺
構
が
激
減
す
る
と
さ
れ
、
そ
の
前
段
階
は
木
製
品
の
生
産
工
房
址
か
と
推
定
さ

れ
る
遺
構
が
あ
り
、
黒
色
漆
塗
り
絵
椀
・
箸
・
曲
物
・
串
状
製
品
・
匙
状
製
品
・
草

履
・
篦
・
杭
な
ど
が
出
土
し
て
い
）
26
（
る
。
⑦
で
は
上
部
の
１
期
は
鳥
居
跡
で
遺
物
は
ほ

と
ん
ど
出
土
せ
ず
、
社
は
室
町
中
期
以
降
に
創
建
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
前
段
階
は
町
屋
遺
跡
で
、
居
住
者
は
草
履
芯
職
人
・
下
駄
職
人
・
折
敷
職
人
・
傘

職
人
・
鋳
物
師
・
傀
儡
師
な
ど
と
さ
れ
て
い
）
27
（
る
。
さ
ら
に
、
寺
地
図
の
西
南
部
に
近

い
⑧
大
町
二
丁
目
二
三
九
八
番
・
二
四
〇
〇
番
三
の
下
馬
交
差
点
東
・
逆
川
隣
接
地

点
で
は
、
草
履
芯
・
箆
状
製
品
・
箸
状
木
製
品
が
出
土
し
て
い
）
28
（
る
。

　

米
町
南
部
地
域
に
は
木
工
・
漆
工
芸
・
金
工
関
係
の
職
人
が
集
住
し
て
い
た
が
、

南
部
の
逆
川
に
隣
接
す
る
地
域
で
は
一
五
世
紀
後
半
に
遺
構
・
遺
物
の
激
減
す
る
区
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第
四
七
号

域
が
存
在
し
た
。
滑
川
河
口
に
近
い
地
域
は
砂
州
裏
側
の
沼
沢
地
に
近
い
場
だ
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
何
ら
か
の
事
情
が
背
景
に
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
発
掘
の

成
果
は
注
文
の
内
容
と
通
底
す
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
よ
う
。

　

ま
と
め
て
お
こ
う
。
善
法
寺
分
年
貢
注
文
は
山
崎
宝
積
寺
の
文
諦
首
座
が
取
得
す

る
地
子
得
分
を
書
き
上
げ
た
注
文
で
、
寺
地
に
権
利
を
も
つ
職
人
・
商
人
ら
の
住
人

が
書
き
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
善
法
寺
は
住
人
浄
本
に
給
分
を
与
え
て
管
理
し
て
い

た
。
住
人
の
居
住
地
は
米
町
・
中
座
の
表
記
か
ら
教
恩
寺
の
界
隈
と
み
る
こ
と
が
で

き
る
。

三　

善
宝
寺
寺
地
図
と
善
法
寺
分
年
貢
注
文
の
あ
い
だ

　

以
上
の
考
察
に
よ
り
、
善
宝
寺
寺
地
図
は
寺
内
と
寺
地
の
安
堵
に
関
わ
る
絵
図
、

善
法
寺
分
年
貢
注
文
は
山
崎
宝
積
寺
の
文
諦
首
座
が
取
得
す
る
地
子
得
分
を
書
き
上

げ
た
注
文
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
寺
地
図
は
年
代
不
明
、
注
文
は
明
応
六
年
で
あ

る
。
た
だ
し
、
善
法
寺
は
注
文
の
「
諦
首
座
」
の
記
載
か
ら
禅
宗
関
係
の
寺
院
、
文

書
が
伝
来
し
た
津
久
井
光
明
寺
が
臨
済
宗
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
善
法
寺
の
注
文
は
善

宝
寺
の
絵
図
よ
り
も
後
に
お
い
た
ほ
う
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
善
宝
寺
に
関
わ
る
資
料

が
浄
土
・
律
系
の
も
の
が
多
い
こ
と
も
そ
の
理
由
で
あ
る
。
そ
の
際
、
新
た
に
建
立

さ
れ
た
善
法
寺
は
善
宝
寺
の
再
建
を
背
景
と
し
て
お
り
、
善
宝
寺
寺
地
図
は
善
法
寺

の
権
利
を
守
る
証
拠
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
善
宝
寺
か
ら
善
法
寺
へ
寺

院
が
継
承
さ
れ
て
い
れ
ば
、
寺
地
図
の
内
容
は
注
文
に
記
さ
れ
た
場
を
含
ん
で
い

る
、
ま
た
は
継
承
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
注
文
の
地
が
寺
地
図
に
矛
盾
な

く
入
り
込
め
る
場
所
は
ど
こ
か
考
え
て
み
た
い
。

　

善
法
寺
分
年
貢
注
文
の
地
の
総
量
は
一
八
四
五
坪
、
六
〇
八
八
㎡
と
な
る
。
注
文

に
は
米
町
・
中
座
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
場
は
「
善
法
寺
々
地
」
付
近
が
想
定
さ
れ

る
。「
善
宝
寺
々
地
」
は
西
と
西
北
の
境
界
が
え
び
す
堂
川
に
接
す
る
よ
う
に
描
か

れ
、
米
町
の
本
体
と
は
距
離
が
あ
る
。
現
在
と
対
応
さ
せ
る
と
、
延
命
寺
橋
か
ら
大

町
四
ツ
角
に
至
る
県
道
三
一
一
号
線
よ
り
北
側
、
県
道
三
一
一
号
線
か
ら
北
に
ぬ
け

る
小
路
が
米
町
会
館
に
向
か
う
筋
の
両
側
の
区
域
、
そ
の
東
側
の
教
恩
寺
と
の
境
に

あ
る
道
の
範
囲
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
こ
は
え
び
す
堂
川
か
ら
東
西
約
七
〇
〜
八
〇

ｍ
、
南
北
約
七
〇
ｍ
で
あ
り
、
そ
の
面
積
は
寺
地
の
六
〇
八
八
㎡
の
広
さ
に
近
似
す

る
。
こ
の
な
か
に
は
中
座
が
含
ま
れ
て
お
り
、
注
文
に
記
載
さ
れ
た
土
地
と
「
善
宝

寺
々
地
」
は
継
承
関
係
に
あ
る
と
み
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
宝
積
寺

の
文
諦
が
善
法
寺
の
寺
地
の
地
子
得
分
を
も
っ
て
い
た
わ
け
だ
か
ら
、
善
宝
寺
が
善

法
寺
に
移
行
し
た
と
す
る
の
が
妥
当
と
な
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
善
宝
寺
か
ら
善
法
寺
へ
の
移
行
の
原
因
と
背
景
は
何
な
の
だ
ろ
う
。

こ
の
時
期
、
明
応
四
（
一
四
九
五
）
年
と
同
七
年
の
地
震
が
あ
り
、
明
応
七
年
の
地

震
は
東
日
本
全
般
に
被
害
を
あ
た
え
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
）
29
（

る
。
明
応
四
年
の
地
震

の
内
容
は
、『
鎌
倉
大
日
記
』
明
応
四
年
八
月
一
五
日
条
に
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

　
　

八
月
十
五
日
、
大
地
震
、
洪
水
、
鎌
倉
由
比
浜
海
水
到
千
度
檀
、
水
勢
大
仏
殿

破
堂
舎
屋
、
溺
死
人
二
百
余
、
九
月
、
伊
勢
早
雲
攻
落
小
田
原
大
森
入
道
、

　

八
月
一
五
日
に
大
地
震
が
あ
り
、
由
比
ヶ
浜
に
い
た
っ
た
津
波
が
「
千
度
檀
」
ま

で
い
た
り
、
鎌
倉
大
仏
の
堂
も
破
壊
さ
れ
た
と
あ
る
。「
千
度
檀
」
は
段
葛
で
、
寺

地
図
か
ら
段
葛
は
下
馬
橋
付
近
ま
で
あ
っ
た
。
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、『
熊
野
年

代
記
』
明
応
四
年
八
月
一
五
日
条
に
鎌
倉
大
地
震
と
明
応
七
年
の
地
震
・
津
波
が
併

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
近
衛
政
家
の
『
後
法
興
院
記
』
明
応
四
年
八
月
一
五
日
条
に

京
都
で
の
地
震
が
み
え
る
こ
と
が
そ
の
傍
証
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
九
月
の
伊
勢
宗
瑞
（
早
雲
）
が
大
森
氏
を
攻
め
て
小
田
原
城
を
落
城
さ
せ

177
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鎌
倉
善
宝
寺
寺
地
図
小
考
（
福
島
）

た
の
は
明
応
四
年
が
通
説
と
さ
れ
て
き
）
30
（
た
。
現
在
で
は
、
宗
瑞
が
明
応
三
年
九
月
に

は
扇
谷
上
杉
朝
良
の
援
軍
と
し
て
相
模
で
山
内
上
杉
顕
定
の
軍
勢
と
戦
い
、
翌
四
年

に
は
甲
斐
で
武
田
氏
と
戦
っ
て
い
る
こ
と
に
符
合
す
る
時
期
で
は
あ
る
が
、
大
森
氏

は
明
応
五
年
七
月
に
は
い
ま
だ
小
田
原
に
在
城
し
て
い
て
、
宗
瑞
の
小
田
原
城
の
確

保
は
明
応
五
年
八
月
以
降
の
こ
と
と
み
ら
れ
て
い
）
31
（
る
。
と
す
る
と
、『
鎌
倉
大
日

記
』
の
明
応
四
年
九
月
の
小
田
原
城
落
城
の
記
事
は
、
明
応
五
年
の
可
能
性
が
発
生

し
、
明
応
四
年
の
地
震
の
記
事
の
信
憑
性
が
ゆ
ら
ぐ
こ
と
と
な
る
。
寺
地
図
の
「
善

宝
寺
々
内
」
の
建
物
の
乏
し
い
表
現
は
、
明
応
四
年
の
地
震
を
認
め
た
場
合
は
地
震

に
よ
る
建
物
の
破
壊
の
可
能
性
、
認
め
な
い
場
合
は
衰
退
し
た
善
宝
寺
が
宝
積
寺
に

引
き
渡
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
事
態
、
ま
た
、
安
堵
の
関
係
の
み
を
重
視
す
る
と
そ

の
場
所
の
み
が
寺
地
図
に
描
か
れ
た
と
も
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
津
久
井
光
明
寺
に
は
善
法
寺
文
書
の
う
ち
善
法
寺
年
貢
分
注
文
の
み

し
か
伝
わ
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
の
青
山
村
光
明

寺
に
は
中
世
文
書
等
を
伝
来
し
た
龍
徳
院
以
下
の
八
院
・
庵
が
光
明
寺
の
塔
頭
に
み

え
る
も
の
の
善
法
寺
は
み
え
な
い
。
川
本
慎
自
氏
に
よ
れ
ば
、
光
明
寺
の
前
身
の
鎌

倉
山
崎
・
津
久
井
桐
ヶ
谷
の
二
つ
の
宝
積
寺
は
当
初
は
円
覚
寺
派
だ
っ
た
が
、
一
五

世
紀
中
期
に
は
建
長
寺
派
に
移
り
、
や
が
て
山
崎
宝
積
寺
は
廃
絶
し
、
桐
ヶ
谷
宝
積

寺
は
永
正
二
（
一
五
〇
五
）
年
以
前
に
大
破
し
、
大
永
四
（
一
五
二
四
）
年
に
は
す

で
に
「
桜
野
光
明
寺
」
と
し
て
桐
ヶ
谷
か
ら
現
在
の
場
に
移
転
し
て
い
）
32
（
た
。
善
法
寺

は
右
の
い
ず
れ
か
の
時
期
に
す
で
に
廃
絶
し
て
い
た
と
み
ら
れ
よ
う
。

　

参
考
と
な
る
の
は
相
模
国
三
浦
郡
和
田
龍
徳
院
だ
ろ
う
。
龍
徳
院
は
長
享
三
（
一

四
八
九
）
年
三
月
日
の
上
杉
朝
良
禁
制
の
対
象
で
、
こ
の
時
は
三
浦
郡
和
田
に
あ
っ

た
（
光
明
寺
一
八
）。
龍
徳
院
も
、
上
杉
定
正
書
状
に
み
え
る
よ
う
に
所
領
を
「
文

諦
蔵
主
ニ
与
奪
」
と
管
理
権
を
文
諦
蔵
主
に
移
し
て
い
た
（
光
明
寺
一
九
）。
文
諦

は
明
応
六
（
一
四
九
七
）
年
以
降
は
首
座
で
あ
り
、
蔵
主
は
首
座
よ
り
も
立
場
が
低

い
。
し
た
が
っ
て
、
蔵
主
の
時
期
は
そ
れ
よ
り
も
以
前
の
こ
と
だ
ろ
う
。
文
諦
は
和

田
龍
徳
院
・
善
法
寺
を
兼
帯
し
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
龍
徳
院
の
あ
っ
た
三
浦
郡
和
田
は
三
浦
半
島
の
京
急
三
崎
口
駅
を
お

り
た
水
田
地
帯
の
一
角
に
位
置
し
て
い
る
。
水
田
地
帯
は
入
江
を
埋
め
立
て
た
も
の

で
あ
る
。
龍
徳
院
は
御
崎
口
の
入
江
に
面
し
た
場
に
あ
っ
た
。
善
法
寺
と
関
わ
っ
て

記
さ
れ
た
善
昌
寺
は
浄
土
宗
鎌
倉
光
明
寺
の
僧
が
関
与
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
（
注（
２
）参
照
）。
明
応
の
地
震
な
ど
に
よ
り
衰
退
し
た
寺
院
の
再
興
の
状
況

は
、
鎌
倉
光
明
寺
の
長
老
観
誉
祐
崇
の
事
績
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
再
興
し
た
寺

院
に
は
、
駿
河
小
川
教
恩
寺
・
府
中
宝
台
院
・
小
川
教
年
寺
・
元
市
場
法
源
寺
・
江

尻
江
浄
寺
、
武
蔵
品
川
願
行
寺
・
赤
岩
源
光
寺
、
相
模
三
浦
法
幢
寺
・
三
浦
正
行

院
・
乱
橋
九
品
寺
、
上
総
木
更
津
選
択
寺
と
多
く
が
湾
岸
部
に
あ
）
33
（
る
。
三
浦
正
行
院

の
開
山
祐
崇
は
文
亀
三
（
一
五
〇
三
）
年
の
没
と
さ
れ
る
（『
新
編
相
模
国
風
土
記

稿
』）。
そ
の
う
ち
駿
河
国
焼
津
の
浜
沿
い
に
あ
る
小
川
の
津
波
被
害
は
『
日
海
記
』

に
よ
り
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
小
川
教
年
寺
の
再
興
は
明
応
の
地
震
と
関
係
が
あ
ろ

う
。
相
模
国
で
も
三
浦
法
幢
寺
は
浦
賀
、
三
浦
正
行
院
は
横
須
賀
市
秋
谷
、
乱
橋
九

品
寺
は
鎌
倉
大
町
の
南
側
で
材
木
座
に
向
か
う
場
所
で
あ
り
、
先
に
示
し
た
遺
跡
群

と
近
い
場
に
な
る
。『
鎌
倉
志
』
の
教
恩
寺
の
項
に
は
浄
土
宗
の
鎌
倉
光
明
寺
の
末

寺
善
昌
寺
の
地
に
教
恩
寺
を
移
し
、
元
の
教
恩
寺
の
場
所
で
あ
る
光
明
寺
境
内
の
北

側
の
山
際
に
所
化
寮
が
設
置
さ
れ
た
と
あ
る
の
）
34
（
は
、
案
外
に
善
宝
寺
の
移
転
と
関
わ

る
話
を
伝
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

善
宝
寺
か
ら
善
法
寺
へ
の
移
行
は
明
応
六
年
以
前
に
は
行
わ
れ
て
お
り
、
善
法
寺

が
引
き
継
い
だ
は
ず
の
「
善
宝
寺
々
地
」
の
近
隣
に
は
浄
土
宗
系
の
僧
の
活
動
も

あ
っ
て
時
宗
寺
院
・
教
恩
寺
が
建
つ
こ
と
と
な
る
。
善
法
寺
の
本
寺
・
山
崎
宝
積
寺
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紀　

要　

第
四
七
号

の
衰
退
の
な
か
で
津
久
井
の
桐
ヶ
谷
宝
積
寺
に
一
本
化
す
る
な
か
で
、
善
法
寺
が

桐
ヶ
谷
宝
積
寺
の
後
身
の
光
明
寺
に
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
明
応
七
年
の
地
震

が
関
わ
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

お 

わ 

り 
に

　

善
宝
寺
寺
地
図
と
善
法
寺
分
年
貢
注
文
の
文
書
の
性
格
を
み
る
と
、
明
応
六
年
の

注
文
は
鎌
倉
山
崎
宝
積
寺
の
末
寺
だ
っ
た
善
法
寺
の
寺
地
の
地
子
得
分
が
宝
積
寺
の

文
諦
首
座
の
得
分
で
あ
る
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
善
宝
寺
寺
地
図
は

そ
の
寺
内
と
寺
地
の
安
堵
を
目
的
に
作
成
さ
れ
た
絵
図
で
、
善
宝
寺
は
律
・
浄
土
系

の
遁
世
系
の
寺
院
と
み
ら
れ
る
。
善
宝
寺
の
廃
絶
後
に
、
善
宝
寺
の
寺
地
な
ど
は
宝

積
寺
の
管
理
下
に
移
り
、
や
が
て
善
法
寺
と
し
て
再
興
さ
れ
た
。

　

善
宝
寺
か
ら
善
法
寺
へ
と
移
行
し
た
直
接
的
部
分
は
注
文
に
み
え
る
分
で
、
そ
れ

は
寺
地
図
の
「
善
宝
寺
々
地
」
に
連
続
す
る
も
の
と
み
ら
れ
、
教
恩
寺
の
境
内
西
側

か
ら
え
び
す
堂
川
に
い
た
る
長
方
形
状
の
土
地
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
際
に
問
題
と

な
る
の
は
、
宝
積
寺
を
継
承
し
た
津
久
井
光
明
寺
に
明
応
七
年
以
降
の
善
法
寺
の
文

書
が
伝
来
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
移
行
前
後
に
発
生
し
た
明
応
四
・
七
年
の
両
度

の
地
震
が
こ
の
問
題
に
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
理
由
は
、
善
宝
寺
の

寺
地
付
近
に
時
宗
寺
院
・
教
恩
寺
が
建
立
さ
れ
た
点
に
あ
り
、
そ
の
地
に
関
わ
る
由

緒
と
関
わ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
寺
地
図
は
、
明
応
四
年
の
地
震
を
認
め

た
に
し
ろ
そ
の
地
震
前
後
か
ら
以
前
の
す
が
た
を
描
い
た
も
の
と
な
ろ
う
。
一
方
、

注
文
は
善
法
寺
所
管
の
え
び
す
堂
川
右
岸
の
住
人
の
様
相
を
示
し
た
も
の
で
、「
善

宝
寺
」
の
部
分
に
善
法
寺
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
い
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ

の
善
法
寺
は
津
久
井
光
明
寺
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は

明
応
七
年
の
地
震
と
そ
の
後
の
事
情
に
よ
る
退
転
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

注（
１
） 

吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
八
年
、
四
八
七
頁
。

（
２
） 

貫
達
人
・
川
添
武
胤
編
『
鎌
倉
廃
寺
事
典
』（
有
隣
堂
、
一
九
八
〇
年
）。
善
昌
寺

（
宗
旨
不
明
、
大
町
・
名
越
）
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

 
 

『
鎌
倉
志
』
教
恩
寺
の
項
に
、
古
老
の
言
と
し
て
「
元
此
地
ニ
善
昌
寺
ト
云
テ
光
明

寺
（
材
木
座
）
ノ
末
寺
ア
リ
。
廃
亡
シ
タ
ル
故
ニ
、
教
恩
寺
ヲ
此
ニ
移
シ
、
元
教
恩

寺
ノ
跡
（
光
明
寺
の
境
内
北
の
山
ぎ
わ
に
あ
っ
た
と
い
う
）
ノ
所
化
寮
ト
セ
リ
」

と
み
え
て
い
る
。
あ
る
い
は
前
述
の
善
勝
寺
と
同
じ
寺
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

 

善
勝
寺
に
は
、
以
下
の
関
連
史
料
が
典
拠
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
次
の
通
り
で
あ

る
。
検
討
し
て
み
た
い
。
な
お
、『
金
沢
文
庫
古
文
書
』
は
金
文
と
略
称
で
示
し
て
お

い
た
（
傍
線
、
福
島
）。

 
 

　

Ａ
、『
菩
提
心
論
私
見
聞
』
奥
書
（
金
文
識
語
二
二
四
一
）

 
 

　

徳
治
二
年
三
月
廿
九
日
、
於
名
越
善
勝
寺
始
之
、

 
 

　

Ｂ
、『
理
趣
三
昧
次
第
』
奥
書
（
金
文
識
語
二
五
三
六
）

 
 

　

進
上
人
様
、

 
 

　

  

貞
和
五
年
正
月
廿
四
日
、
自
貞
性
上
人
借
以
於
名
越
善
勝
寺
書
写
之
了
、
小
比

丘
円
智
通
四
、

俗
廿
六

 
 

　

Ｃ
、
氏
名
未
詳
書
状
（
金
文
三
一
七
八
、
整
理
二
八
九
一
・
二
八
九
二
）

 
 

　

  

神
符
当
年
損
得
同
様
令
進
候
、
水
押
と
不
作
莫
大
損
亡
候
事
、
歎
入
候
、
惣
保

既
及
半
損
之
間
、
同
事
候
歟
、
抑
、
油
一
斗
一
升
令
進
候
、
四
升
は
善
勝
寺
房

主
、
又
五
升
は
御
影
堂
令
進
候
、
以
上
二
斗
は
此
段
有
御
心
得
可
有
御
支
配

候
、
善
勝
寺
油
代
四
百
八
十
文
可
被
召
候
、
又
以
児
玉
孫
三
郎
入
道
三
結
令
替

進
候
を
り
可
参
候
、
御
年
貢
随
責
出
候
、
可
令
替
進
之
候
、
毎
事
細
々
示
賜
令
」

 
 

　

Ｄ
、
鎌
倉
手
広
青
蓮
寺
不
動
明
王
立
像
銘

 
 

　
  

永
徳
元
年
辛酉
十
月
廿
八
日
、
俗
年
四
十
九
、
願
主
善
勝
寺
住
持
比
丘
賢
珍
法
臈

廿
五

 

以
上
、
四
点
の
う
ち
Ｃ
の
紙
背
聖
教
は
『
四
分
律
行
事
抄
中
四
聴
書
』（
其
琰
本
）
で

あ
る
。
こ
の
聖
教
は
南
北
朝
期
の
称
名
寺
長
老
什
尊
の
時
期
で
、
文
書
の
宛
先
は
勧
学
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鎌
倉
善
宝
寺
寺
地
図
小
考
（
福
島
）

院
で
あ
る
。
右
の
内
容
か
ら
見
る
限
り
、
善
勝
寺
は
善
宝
寺
の
あ
る
大
町
・
米
町
の
東

側
の
名
越
に
あ
っ
て
（
Ａ
）、
Ｂ
に
「
貞
性
上
人
」
が
み
え
る
点
か
ら
律
・
浄
土
等
の

遁
世
系
の
寺
院
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
Ｃ
か
ら
は
称
名
寺
・
極
楽
寺
と
近
い
関
係
の
寺

院
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

（
３
） 

『
鎌
倉
の
古
絵
図
』（
鎌
倉
国
宝
館
、
一
九
九
三
年
）

（
４
） 

「
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
の
海
洋
地
震
│
伊
豆
以
東
に
お
け
る
諸
状
況
│
」（『
続

古
地
震 

実
像
と
虚
像
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
年
）

（
５
） 

「
宇
佐
見
遺
跡
検
出
の
津
波
堆
積
物
と
明
応
四
年
地
震
・
津
波
の
再
評
価
、
伊
東
の

今
昔
」（『
伊
東
市
史
研
究
』
一
〇
、
二
〇
一
二
年
）

（
６
） 

「
鎌
倉
に
お
け
る
明
応
年
間
の
『
津
波
』
に
つ
い
て
」（『
歴
史
地
震
』
二
九
、
二
〇

一
四
年
）

（
７
） 

「
光
明
寺
と
二
つ
の
宝
積
寺
」（『
津
久
井
光
明
寺
』、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
二
〇

一
五
年
）

（
８
） 

本
絵
図
は
『
神
奈
川
県
史 

資
料
編
（
三
上
）』、『
鎌
倉
の
古
絵
図
』（
前
掲
）、『
津

久
井
町
史 

資
料
編 

考
古
・
古
代
・
中
世
』（
二
〇
〇
七
年
）、『
時
代
を
作
っ
た
技
│

中
世
の
生
産
革
命
│
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
企
画
展
示
図
録
、
二
〇
一
七
年
）

等
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
９
） 

『
津
久
井
町
史 

資
料
編 

考
古
・
古
代
・
中
世
』
で
は
「
善
宝
寺
之
内
」、「
善
宝
寺

之
地
」
と
読
解
し
た
が
（
翻
刻
・
福
島
金
治
）、「
善
宝
寺
々
内
」「
善
宝
寺
々
地
」
と

訂
正
す
る
。

（
10
） 

建
物
が
あ
っ
て
省
略
さ
れ
た
の
か
、
建
物
が
な
い
こ
と
を
意
図
的
に
示
し
た
も
の
な

の
か
、
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
と
も
断
定
し
が
た
い
。

（
11
） 

「
中
世
鎌
倉
歴
史
地
図 

第
七
図
」（『
鎌
倉
市
民
』
一
一
〇
、
一
九
六
九
年
）

（
12
） 

古
川
元
也
『
中
世
鎌
倉
地
域
に
お
け
る
寺
院
什
物
帳
（
文
物
台
帳
）
と
請
来
遺
品

（
唐
物
）
の
基
礎
的
研
究
』（
科
研
報
告
書
、
二
〇
一
五
年
、
収
録
）

（
13
） 

百
瀬
今
朝
雄
「
北
条
（
金
沢
）
顕
時
寄
進
状
・
同
書
状
案
に
つ
い
て
」（『
弘
安
書
札

礼
の
研
究
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
出
は
一
九
九
〇
年
）

（
14
） 

『
日
本
国
語
大
辞
典 

第
二
版
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
）、
織
田
得
能
『
織
田
仏
教

大
辞
典
』（
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
15
） 

前
注（
７
）川
本
論
文
。

（
16
） 

真
鍋
淳
也
『
三
浦
道
寸
』（
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
七
年
）。「
道
寸
」
は
、
明
応
五

年
の
上
杉
顕
定
書
状
に
「
三
浦
道
寸
」
と
み
え
る
（
伊
佐
早
謙
採
集
文
書
、『
新
編
横

須
賀
市
史 

資
料
編 

古
代
・
中
世
Ⅱ
』
二
一
九
〇
）。

（
17
） 

黒
田
基
樹
『
扇
谷
上
杉
氏
と
太
田
道
灌
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）

（
18
） 

「
辻
子 

そ
の
発
生
と
展
開
」（『
京
都
中
世
都
市
史
研
究
』、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八

三
年
）。
な
お
、
鎌
倉
の
辻
子
は
京
都
の
辻
子
に
源
流
が
あ
り
、
保
の
制
度
な
ど
と
と

も
に
、
鎌
倉
幕
府
が
京
都
か
ら
取
り
入
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（『
鎌
倉
市
史 

総
説

編
』、
一
九
五
九
年
、
三
〇
〇
頁
）。
鎌
倉
で
は
宇
都
宮
辻
子
・
田
楽
辻
子
が
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
が
、
宇
都
宮
辻
子
が
小
町
二
丁
目
の
雪
ノ
下
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
鎌
倉
彫
会

館
と
の
間
を
通
る
横
道
、
田
楽
辻
子
が
筋
違
橋
を
起
点
に
し
て
北
条
屋
敷
（
宝
戒
寺
）

の
北
側
か
ら
滑
川
を
渡
り
川
の
向
か
い
側
に
沿
っ
て
大
御
堂
ヶ
谷
の
入
口
を
通
り
、
釈

迦
堂
ヶ
谷
入
口
を
東
に
進
み
、
宅
間
ヶ
谷
か
ら
六
浦
路
に
合
流
す
る
小
路
と
さ
れ
て
い

る
（
三
浦
勝
男
編
『
鎌
倉
の
地
名
由
来
辞
典
』、
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）。
高
橋

氏
の
指
摘
と
ほ
ぼ
見
合
っ
て
い
る
。

（
19
） 

「
中
世
の
原
始
諸
産
業
お
よ
び
手
工
業
」（『
中
世
日
本
の
商
業 

豊
田
武
著
作
集
第
二

巻
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
二
年
）

（
20
） 

三
浦
勝
男
編
『
鎌
倉
の
地
名
由
来
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）。
な
お
、

教
恩
寺
付
近
の
通
称
地
名
は
「
松
登
」
と
い
う
（
齋
木
秀
雄
他
執
筆
『
米
町
遺
跡
│
第

６
地
点
、
第
７
地
点
発
掘
報
告
書
│
』、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
21
） 

『
鎌
倉
市
埋
蔵
文
化
財
緊
急
調
査
報
告 

六 

平
成
元
年
度
発
掘
調
査
報
告
』（
田
代
郁

夫
・
原
廣
志
執
筆
、
一
九
九
〇
年
）

（
22
） 

降
矢
順
子
「
米
町
遺
跡
の
調
査
」（『
鎌
倉
考
古
』
四
一
、
一
九
九
九
年
）

（
23
） 

『
米
町
遺
跡
│
第
６
地
点
、
第
７
地
点
発
掘
報
告
書
│
』（
齋
木
秀
雄
他
執
筆
、
二
〇

〇
〇
年
）

（
24
） 

瀬
田
哲
夫
「
米
町
遺
跡
の
調
査
」（『
鎌
倉
考
古
』
四
四
、
一
九
九
九
年
）

（
25
） 

『
鎌
倉
市
埋
蔵
文
化
財
緊
急
調
査
報
告 

11 

平
成
六
年
度
発
掘
調
査
報
告 

第
一
分

冊
』（
馬
淵
和
雄
等
執
筆
、
一
九
九
五
年
）

（
26
） 
『
鎌
倉
市
埋
蔵
文
化
財
緊
急
調
査
報
告
書
一
〇
一 

平
成
一
二
年
度
発
掘
調
査
報
告

Ⅴ
』（
瀬
田
哲
夫
執
筆
、
二
〇
〇
一
年
）

（
27
） 

『
神
奈
川
県
・
鎌
倉
市 

米
町
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
│
第
10
地
点
│
』（
齋
木
秀

雄
・
降
矢
順
子
執
筆
、
二
〇
〇
五
年
）

（
28
） 

『
米
町
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
│
鎌
倉
市
大
町
二
丁
目
二
三
九
八
番
・
二
四
〇
〇
番
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愛
知
学
院
大
学
文
学
部　

紀　

要　

第
四
七
号

三
│
』、
齋
木
秀
雄
執
筆
、
二
〇
一
五
年
）

（
29
） 
矢
田
俊
文
「
一
四
九
八
年
の
地
震
被
害 

京
都
・
伊
勢
」「
一
四
九
八
年
の
地
震
津
波

被
害 
駿
河
・
遠
江
・
紀
伊
」（『
中
世
の
巨
大
地
震
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）

（
30
） 
佐
脇
栄
智
「
北
条
早
雲
・
氏
綱
の
相
武
計
略
」（『
神
奈
川
県
史 

通
史
編
１ 

原
始
・

古
代
・
中
世
』、
一
九
八
一
年
）

（
31
） 

佐
藤
博
信
「
大
森
氏
の
時
代
」「
小
田
原
北
条
氏
の
成
立
」（『
小
田
原
市
史 

通
史

編 

原
始
・
古
代
・
中
世
』、
二
〇
〇
〇
年
）

（
32
） 

前
注（
７
）川
本
論
文
。

（
33
） 

『
檀
林
光
明
寺
志
』（『
鎌
倉
志
料
』
第
二
巻
）。

（
34
） 

前
注（
２
）参
照
。

〔
追
記
〕
本
稿
は
二
〇
一
七
年
九
月
九
日
に
行
わ
れ
た
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
・
県
博
セ

ミ
ナ
ー
で
の
「
戦
国
時
代
の
鎌
倉
の
町
│
鎌
倉
善
宝
寺
絵
図
に
つ
い
て
│
」
に
も
と
づ
い

て
い
る
。
講
座
を
担
当
さ
れ
た
古
川
元
也
・
渡
邊
浩
貴
両
氏
に
は
講
座
の
後
に
多
く
の
ご

教
示
に
あ
ず
か
っ
た
。
ま
た
、
光
明
寺
寺
地
図
の
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
光
明
寺
の
渡
邉

雅
光
様
の
御
許
可
を
い
た
だ
き
、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
か
ら
写
真
の
提
供
に
あ
ず
か
っ

た
。
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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